
基本目標 主要施策 重点推進事業
20年度事業評価
のｱｳﾄｶﾑ指標

同系事業の括りによる
新たなｱｳﾄｶﾑ指標の考え方

備　　考

1. (長期)水需要見通し(策定) 配水計画への反映状況 － （事業終了）要ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ

2. 上下交流事業(ﾀﾞﾑ建設支援) 安定水源の確保 －

3. ちば野菊の里浄水場建設 浄水場施設更新率 （事業終了）

4. 房導系浄水場整備 基本計画の検討 ｢今後の進め方｣の評価方法を改善

5. 船給ﾘﾆｭｰｱﾙ 配水池耐震施設率 同上

6. 栗山浄水場老朽化更新 浄水場等施設耐震化率

7. 浄水場設備更新 経年化設備率

8. 八～五線布設 ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ可能区域人口

9. 鋳鉄管更新 管路の事故割合

10配水区域細分化 給水人口/区域数 －

11水運用ｾﾝﾀｰ設置 水運用情報の共有化 － （事業終了）要ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ

12①おいしい水づくり計画 おいしい水の回答割合

    ②残留塩素の低減化 塩素臭感じない割合

    ③管路の維持管理強化 水質苦情（赤水）件数

    ④貯水槽水道適正管理 直結給水比率

    ⑤-1高度浄水処理の導入(整備) 飲み水としての満足度 （ｱﾝｹｰﾄの取り方等を）検討中

    ⑤-2高度浄水処理の導入(研究) 導入への基礎ﾃﾞｰﾀ取得

    ⑥鉛給水管の更新 宅地内漏水件数 （量より質の成果指標を）検討中

13太陽光・ﾏｲｸﾛ発電 購入電力削減率 （事業終了）要ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ

14省ｴﾈ推進 購入電力削減率

15再資源化推進 浄水場発生土有効利用

16組織・職員数計画的管理 人件費

17事務経費・工事ｺｽﾄ縮減 事務経費･工事ｺｽﾄ縮減

18民間委託の拡大 ｺｽﾄ削減効果

19PFI導入 ｺｽﾄ削減効果

20経営分析の活用 予算編成に反映 －

21情報化の推進(ｼｽﾃﾑ構築) ｺｽﾄ削減･事務改善 －

22料金体系の研究 料金体系の特徴の整理 －

23将来の経営形態 次期計画等検討への活用 －

(6)技術の継承 24水道技術研修 研修者理解度・満足度 － （客観的成果指標を）検討中

(7)人材育成の充実 25職員能力向上 研修者理解度・満足度 － （客観的成果指標を）検討中

26宅地内鉛管更新助成制度 新制度の要項検討 －

27未普及地区普及促進 給水普及率 －

28収納形態の多様化 多様化の検討 （事業終了）

29日曜等の現地精算 利用者数 （事業終了）要ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ

30接客ﾏﾅｰ向上 苦情割合 －

31ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化整備 見学者割合 － （客観的成果指標を）検討中

32広報ﾋﾞﾃﾞｵ活用 ﾋﾞﾃﾞｵ視聴者数

33HPの充実 ｱｸｾｽ件数 （事業終了）要ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ

34ﾓﾊﾞｲﾙHP開設 ｱｸｾｽ件数 （事業終了）要ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ

(11)相談等広聴ｻｰﾋﾞｽの充実 35お客様満足度ｱﾝｹｰﾄ 情報収集割合 －

(12)情報ｾｷｭﾘﾃｨの充実 36情報漏洩防止対策 情報漏洩件数 －

37危機管理体制強化 実効性のある管理体制

38非常時職員参集管理ｼｽﾃﾑ整備 訓練ﾒｰﾙ応答率 （事業終了）要ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ

39被害情報収集ｼｽﾃﾑ整備 訓練ｼｽﾃﾑ返信率 （事業終了）要ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ

40危機管理用備品整備 非常時用備蓄の整備 （系統立て，大きな視点で評価を）検討中

41自家発電設備整備 正常作動率

42防災行政無線整備 箇所数 （事業終了）要ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ

43各種情報通信手段有効活用 情報伝達率 － （事業終了）要ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ

44市村との連携強化 役割分担の明確化 －

45各種訓練実施 訓練ﾏﾆｭｱﾙ改善 －

46千葉分場地下水活用 （達成済み） － （事業終了）

47企業団との相互融通 基本計画の策定

48印旛(組)緊急連絡網 緊急時安定給水度

49機場間ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ体制整備 緊急時安定給水度 － （｢達成｣，｢成果｣評価と進め方の整合性）検討中

50庁舎耐震整備 （整備完了） （事業終了）

51浄給水場耐震整備 浄水場等施設耐震化率 事業費ﾍﾞｰｽ評価を実質進捗率に置き換える

52管路耐震整備 管路耐震化率 外的な事業遅延要因を考慮する

評価委員指摘有り（計画進行中のもの）

（事業終了）

評価委員の指摘有り（事業終了のもの）

指摘事項及び改善の検討状況は備考欄参照

事業終了により，ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟにて事後検証的な評価を行う

総ｺｽﾄ縮減効果など

Ⅱ
経営基盤の強化

(4)経営の効率化の推進

(5)経営体質の強化

(14)震災・渇水等対策の推進

施設の耐震化率など

(8)給水ｻｰﾋﾞｽの充実

(9)窓口ｻｰﾋﾞｽの充実

Ⅳ
地震等の非常時
にも強い水道

浄給水場の整備更新率など

CO2削減効果，資源再
生率など

危機管理ｼｽﾃﾑの充実度など

非常時対応設備の充実など

料金収納形態の充実度など

緊急時相互支援体制充実度など

(13)危機管理体制の充実

(10)情報ｻｰﾋﾞｽの充実

情報ｻｰﾋﾞｽの充実度など

中期経営計画重点推進事業の評価手法に係る体系的な検討状況

送配水管の整備更新率など

(1)安定給水の確保

(2)安全で良質な水の供給

(3)環境保全の推進

Ⅰ
より良質な水を
いつでも安心し
て利用できる水
道

水質基準適合度など

Ⅲ
より一層信頼さ
れる水道

資料３－３


